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第４６号（２）

令
和元年

度定時総会定時総会
　

令
和
元
年
度
の
定
時
総
会
が
６
月
３
日
（
月
）
昭
和
町
総
合

会
館
に
お
い
て
、
会
員
１
５
４
人
の
出
席
（
他
に
委
任
状
と
書

面
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
４
３
９
人
）
の
も
と
、
開
会
に
必
要

な
定
足
数
を
満
た
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
セ
ン
タ
ー

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
の
表
彰
の
ほ
か
、
令
和
元

年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
の
報
告
、
平
成
30
年
度
の
収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
際
し
て
、
保
坂
理
事
長
か
ら

「
会
員
の
ご
協
力
で
、
就
業
は
も
と
よ

り
、
社
会
奉
仕
活
動
や
会
員
の
親
睦
交

流
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
上
げ
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
会
員
の
多
様
な
働

き
方
に
応
え
る
た
め
、
派
遣
事
業
の
更

な
る
開
拓
も
念
頭
に
置
き
、
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
や
、
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
な
が
ら
、

就
業
機
会
の
幅
を
広
め
る
と
と
も
に
、

甲
斐
市
、
中
央
市
、
昭
和
町
の
街
づ
く

り
に
関
与
し
つ
つ
、
会
員
の
社
会
参
加

に
よ
る
生
き
が
い
の
充
実
に
つ
な
が
る

よ
う
、
事
業
運
営
を
展
開
し
て
行
き
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
セ
ン
タ
ー

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
会
員
10
人
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
構
成
市
町
の
議
会
を
代
表
し

て
甲
斐
市
の
小
澤
重
則
副
議
長
並
び
に

甲
府
公
共
職
業
安
定
所
の
望
月
重
一
次

長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
議
事
で
は
、
保
坂
理
事
長

の
進
行
で
、
事
務
局
か
ら
上
程
さ
れ
た

平
成
30
年
度
収
支
補
正
予
算
と
事
業
報

告
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
な
ど
の
報
告
事
項
、
ま
た
、
監
事
の

監
査
報
告
を
添
え
て
30
年
度
収
支
決
算

の
承
認
に
つ
い
て
、
役
員
選
任
（
理
事

１
人
）
が
、
決
議
事
項
と
し
て
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
異
議
等
な
く
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

１ 

報
告
事
項

　

平
成
30
年
度  

収
支
補
正
予
算

　

平
成
30
年
度  

事
業
報
告

　

令
和
元
年
度  

事
業
計
画

　

令
和
元
年
度  

収
支
予
算

２ 

決
議
事
項

　

平
成
30
年
度  

収
支
決
算

　

補
欠
役
員
の
選
任

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

◆
副
理
事
長
　
塩
澤
　
浩

議
事
審
議
事
項

新
役
員
の
紹
介

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

〈
監
査
報
告
の
概
要
〉

計
算
書
類
及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
財

産
目
録
は
、
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る

公
益
法
人
会
計
基
準
に
準
拠
し
て
お

り
、
法
人
の
財
産
及
び
損
益
の
状
況
を

全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

◆
会
員
表
彰
受
賞
者

▽
竜
王　

櫻
田
正
夫
・
小
野
正
彦

　
　
　
　

山
坂
あ
つ
子

▽
双
葉　

長
田　

郁

▽
玉
穂　

時
田
民
子
・
田
中
徳
雄

▽
田
富　

込
山　

賢
・
小
林
宮
子

▽
昭
和　

泉
美
佐
子
・
小
林
義
雄

昭和町長

説明に聞き入る出席者の皆さん

会員表彰を受けられた皆さんと正副理事長（総会出席者のみ）
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（３）峡中広域・シルバーだより

令和元年度予算概要

平成30年度事業実績（職種・事業別の内訳）

当期経常増減額
1,309千円

公益目的事業に係る
経費就業開拓・普及
啓発・安全適正就業
費用、職員人件費等

法人運営に係る経費
総会・理事会費用、
役員費用弁償等

受取会費
1,600日常生活支

援総合事業 
1,551

労働者派遣
事業収益, 
4,709

受取事務費
27,470

サービス 
1.1%

折衝外交
 2.4%

技能 13.4%
管理 19.1%

事務処理
 0.2%

派遣事業 15.4%

軽作業
48.4%

民　間 
31.9%

一般家庭 
15.4%

公　共 
52.7%

受取材料費
11,000

受取配分金
274,700

支払材料費
11,000 支払配分金 

275,631

受取補助金
28,942 雑収益等

4 事 業 費
58,877

管 理 費
3,159

経常収益計  349,976千円 経常費用計  348,667千円

事業別職種別

事業実績と会員の推移

送迎、運搬、学校
用務、調理補助等

植木剪定、消毒、
障子・襖・網戸の
張替等

公民館・公園・施設
管理、駐輪場整理等

草刈、草取、除草
剤、清掃、墓掃除等

水質検査等

注：平成26年度から労働者派遣事業を開始

25年度 27年度 29年度26年度 28年度 30年度

家事援助等

筆耕等

884

384,886
382,077 379,026 375,453

364,928
381,091

26,16326,163

355,914355,914
353,744353,744

329,511329,511
317,061317,061

322,353322,353

25,28225,282
45,94245,942

47,86747,867
58,73858,738

840
792 809

761 760

請負・委任（千円）
会員数（人）

労働者派遣（千円）

　

こ
の
度
、
会
員
表
彰
を
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー

の
会
員
に
な
っ
て
十
数
年
、
清
掃
業
務

か
ら
は
じ
ま
り
多
種
に
渡
り
、
今
は
草

刈
り
を
主
に
暑
い
中
、
年
甲
斐
も
な
く

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
清
掃
業
務
で
は
嫌
な
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
性
格

か
ら
仕
事
を
投
げ
出
す
か
と
も
思
い
ま

し
た
が
、
一
緒
に
い
た
仲
間
の
方
々
の

よ
い
フ
ォ
ロ
ー
と
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の

良
き
指
導
が
あ
り
投
げ
出
す
事
な
く
続

け
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
は
仕
事
も

大
事
で
す
け
ど
仲
間
作
り
も
大
切
で
す
。

長
年
会
員
で
い
る
と
数
多
く
の
会
員
と

知
り
合
い
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
年
会
員
で
い
ら
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
仲
間
の
出

会
い
を
楽
し
み
に
頑
張
る
所
存
で
す
。

双葉地区

長田　郁 

良
き
仲
間
達

 受賞者の声 受賞者の声

かおる



第４６号（４）

講 習 事 業講 習 事 業

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　

実
務
講
習
会

情
報
を
共
有
し
日
々
の
仕
事
へ

　
　

家
事
援
助
情
報
交
換
会

損
害
賠
償
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

草
刈
作
業
会
員
安
全
教
育

毎
年
恒
例
、
男
性
に
も
人
気
の

　
　
　

味
噌
作
り
講
習
会

強
化
月
間
に
注
意
喚
起
！

　

安
全
委
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

講師の話に熱心に聞き入る受講者の皆さん
３月８日　甲斐市働く婦人の家

安全対策などについてリーダーから説明を受
ける安全委員　７月１７日　赤坂台総合公園

利用者から喜んで頂いた話など、熱心に語る皆さん
３月１２日　甲斐市竜王北部公民館

刈払機の危険性等を熱心に学ぶ草刈作業会員
５月１４日　甲斐市竜王北部公民館

　

８
月
１
日
・
２
日
に
分
け
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
事
業
実
務
講
習
会
を
甲
斐
市

竜
王
北
部
公
民
館
で
実
施
し
、
合
わ
せ

て
38
人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
女
性
の
就
業
機
会

の
拡
大
を
目
的
に
、
平
成
25
年
度
か
ら

従
来
の
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
開
始
し
、
ま
た
、

平
成
27
年
度
に
は
介
護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
よ
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
参
入
し
、
女
性
の
活
躍

の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
就
業
実
務
の
向
上
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
講
習
会
、
毎
年

新
し
い
テ
ー
マ
を
選
び
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
甲
斐
市
長
寿
推
進
課
の

藤
原
係
長
か
ら
、
甲
斐
市
の
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
訪
問
型

Ａ
に
つ
い
て
の
説
明
を
お
聞
き
し
、
次

に
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
講
習
に
入
り
ま
し

た
。
本
年
度
は
「
傾
聴
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
相
手
が
安
心
す
る
話
し

相
手
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
山
梨
県
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会　

塩
澤
一
夫
会
長

を
講
師
に
お
招
き
し
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

４
人
ず
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
学
習
を
進
め
、
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
る
会
員
同
士
も
グ

ル
ー
プ
で
学
習
が
進
む
に
つ
れ
、
す
ぐ

に
お
友
達
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
先
生

の
終
始
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
お
話
に
参
加

会
員
は
顔
を
崩
し
て
大
笑
い
、
楽
し
い

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈 

講 

習 

会 

要 

旨 
〉

・
聴
く
は
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
、
心

　

を
感
じ
取
る
。

・
聞
き
手
は
素
直
で
誠
実
に
。

・
相
手
の
話
を
否
定
し
な
い
、
共
感
す

　

る
、
評
価
は
し
な
い
。
等
々

　

最
後
に
事
務
局
か
ら
就
業
に
あ
た
っ

て
具
体
的
な
就
業
の
流
れ
・
連
絡
事

項
・
注
意
点
を
お
話
し
し
、
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

講師の話に思わず笑みのこぼれる受講者の皆さん
８月１日・２日　甲斐市竜王北部公民館



（５）峡中広域・シルバーだより

PR 活 動 ・ 職 場 班PR 活 動 ・ 職 場 班

グラウンドゴルフを前に健康体操講習会で
体をほぐす参加者　　＝双葉スポーツ公園

一般の参加者とシルバー会員の交流を深めながら
グラウンドゴルフを楽しむ参加者の皆さん

８月１０日　コスモスの種を撒く双葉地区会員

５月頃のかわいらしいポピー １０月頃のきれいなコスモス

職 場 班
双
葉
地
区
花
壇
管
理
班

春
は
「
ポ
ピ
ー
」

　

秋
は
「
コ
ス
モ
ス
」

健
康
体
操
講
習
会
と

　
　

普
及
啓
発
Ｇ
Ｇ
大
会

　

５
月
29
日　

セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発

事
業
と
し
て
、
双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

健
康
体
操
講
習
会
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
は
天
候
が
不
安
定
で
開
催
出
来

る
か
心
配
で
し
た
が
、
当
日
は
幸
い
に

も
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、
セ
ン
タ
ー
会
員

と
一
般
の
方
合
わ
せ
て
１
５
４
人
の
参

加
が
あ
り
楽
し
く
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
甲
斐
市
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
当
た
り
参
加
率
の

向
上
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

健
康
体
操
講
習
会
は
、
山
梨
県
ラ
ジ

オ
体
操
連
盟
理
事
長
の
岡
部
和
子
先
生

に
今
年
も
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
、
何

処
の
筋
肉
を
使
っ
て
体
を
動
か
せ
ば
よ

い
の
か
解
説
を
受
け
な
が
ら
甲
州
弁
ラ

ジ
オ
体
操
を
楽
し
く
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

48
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
、
大

会
を
楽
し
み
つ
つ
も
保
坂
市
長
、
甲
斐

市
、
中
央
市
、
昭
和
町
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

い
た
だ
い
た
豪
華
賞
品
め
ざ
し
て
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
を
振
る
い
ま
し
た
。

　

南
に
「
富
士
山
」、北
に「
八
ヶ
岳
」

西
に
は
「
南
ア
ル
プ
ス
」
と
素
晴
ら
し

い
景
色
を
バ
ッ
ク
に
楽
し
め
る
花
畑
、

春
に
は
「
ポ
ピ
ー
」
秋
に
は
「
コ
ス
モ

ス
」
と
咲
け
ば
き
れ
い
で
す
。
作
業
は
、

畑
の
整
備
・
種
ま
き
・
除
草
・
花
の
刈

取
の
繰
り
返
し
で
す
。
人
手
の
い
る
仕

事
で
あ
り
双
葉
地
区
の
会
員
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行
い
ま
す
が
、

暑
い
時
は
大
変
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

見
に
来
た
人
々
の
「
き
れ
い
だ
ね
」
と

の
声
を
聞
く
と
、
苦
労
も
忘
れ
ま
す
。

先
輩
の
方
々
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
事

業
で
あ
り
、
双
葉
地
区
会
員
の
親
睦
・

仲
間
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
次
世
代
の
方
に
受
け
継
い
で
行
け

る
よ
う
に
、
出
来
る
限
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
き
ま
す
。
花
の
見
頃
に
は
多

く
の
会
員
や
一
般
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
花
と
景
色
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



第４６号（６）

私たちにお任せください‼私たちにお任せください‼

地域の会員が活躍してます！　安心安全な作業を目指します！地域の会員が活躍してます！　安心安全な作業を目指します！

竜
王
１
班

　

櫻
田 

正
夫　

リ
ー
ダ
ー

敷
島
班

　

深
沢 

甲
一　

リ
ー
ダ
ー

田
富
・
豊
富
班

　

河
野 

政
裕　

リ
ー
ダ
ー

竜
王
２
班

　

小
野 
正
彦　

リ
ー
ダ
ー

双
葉
班

　

窪
田 

眞
己　

リ
ー
ダ
ー

昭
和
班

　

窪
田 

俊
明　

リ
ー
ダ
ー

竜
王
３
班

　

内
田 　

隆　

リ
ー
ダ
ー

玉
穂
班

　

伊
藤 

志
郎　

リ
ー
ダ
ー

竜
王
・
竜
王
新
町
・
篠
原（
上
）

地
区
を
主
に
担
当（
所
属
３
人
）

敷
島
地
区
を
主
に
担
当

　
　
　
　
　
　

（
所
属
５
人
）

田
富
・
豊
富
地
区
を
主
に
担

当
（
所
属
４
人
）

篠
原（
下
）・
万
才
・
富
竹
新
田
・
名

取
地
区
を
主
に
担
当
（
所
属
３
人
）

双
葉
地
区
を
主
に
担
当

　
　
　
　
　
　

（
所
属
５
人
）

昭
和
地
区
を
主
に
担
当

　
　
　
　
　
　

（
所
属
６
人
）

西
八
幡
・
玉
川
地
区
を
主
に
担

当
（
所
属
４
人
）

玉
穂
地
区
を
主
に
担
当

　
　
　
　
　
　

（
所
属
３
人
）

①植木１本でも対応します。②お客
様のニーズに合った丁寧なお手入れ
を心掛けています。③カラオケ・壊
れ物修理④私達と一緒に働いてみま
せんか？

①お客様の希望に添うように心掛け
ております。②事故やトラブルの無
い様にと気を付けております。③ﾌ
ﾗｲﾌｨｯｼﾝｸﾞ・山野草の観賞④一生懸
命技術指導します、皆で楽しくやり
たいですね。

①親切丁寧にお受けします。②安全
安心に心掛けます。③メダカの飼育、
５月に１００匹が誕生しました。④
仲間と楽しみながら働けます。

①仕事後のお客様の感謝の言葉が励
みになります。②安全第一に心掛け
ております。③仕事仲間３人とも野
菜を作っている事です。④初心者で
も丁寧に指導しますので、植木の仕
事を一緒にしましょう。

①有難うございます。②お客様との
コミュニケーションを行い要請等に
応えるよう作業を行う。③スポーツ
観戦・特に孫のサッカー④特に健康
に留意し、楽しく仕事ができるよう
に。

①「綺麗に成った！」「シルバーさ
んにお願いして良かった！」の一言
が励みになります。②丁寧さがモッ
トー。③下手な、自己満足なゴルフ
④健康の為を含めて無理のない程度
に一緒に体を動かしましょう。

①「庭がきれいになった。」との声
が励みになります。②怪我や各自の
体調に注意し頑張っています。③毎
日ジムに通い好きなゴルフを楽しん
でいます。④あなたの特性を生かし、
多くの仲間と仕事しませんか。

①お客様の気遣いに感謝。②継続し
て依頼を頂けることを常に念頭に。
③ゴルフ。④植木剪定は、健康によ
くお客様に感謝され、遣り甲斐があ
ります。

●センターで活躍する植
木作業班のリーダー会員
を紹介します。

●センターで活躍する植
木作業班のリーダー会員
を紹介します。

◎庭木の管理でお困りの方！

◎仲間に加わってお仕事をさ

れたい方！

◎庭木の管理でお困りの方！

◎仲間に加わってお仕事をさ

れたい方！

☆お気軽にセンターへ

　　　　　　ご相談下さい。

☆お気軽にセンターへ

　　　　　　ご相談下さい。

① お客様へ一言
② 仕事で心掛けていること
③ 趣味・特技
④ 未来の仲間へ一言

① お客様へ一言
② 仕事で心掛けていること
③ 趣味・特技
④ 未来の仲間へ一言



（７）峡中広域・シルバーだより

生き生きと活躍する会員の声生き生きと活躍する会員の声

甲 斐 路甲 斐 路

ふ
る
さ
と
の
民
話

ふ
る
さ
と
の
民
話

⑸
敷
島
地
区
「
船
石
の
由
来
」

　

今
か
ら
千
二
百
年
も
昔
の
話
だ
。
亀

沢
に
方
50
間
（
一
辺
が
90
㍍
）
も
あ
る

沼
池
が
あ
っ
て
、
水
を
満
々
と
た
た
え

て
い
た
。
そ
の
真
ん
中
に
は
長
さ
20
㍍

も
あ
る
大
き
な
船
の
よ
う
な
大
石
が
池

の
主
の
よ
う
に
居
座
っ
て
い
た
。
石

の
上
に
は
３
、４
本
の
杉
と
桧
が
根
を

張
っ
て
い
て
、
大
変
美
し
い
風
景
を
見

せ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
池
に
は
悪
虫
が
棲

ん
で
い
て
池
に
近
づ
い
た
り
、
こ
の
水

を
使
う
村
人
に
悪
い
病
を
起
こ
さ
せ
る

と
い
う
う
わ
さ
が
あ
っ
て
、
村
人
が
恐

れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
大
石
の
た

た
り
だ
と
し
て
誰
一
人
近
寄
る
人
は
な

く
な
っ
た
。

　

あ
る
秋
、
一
羽
の
雁
が
大
石
の
上
で

羽
を
休
め
る
姿
を
見
つ
け
、
こ
れ
は
神

様
の
ご
降
臨
で
あ
る
と
信
じ
、
以
来
こ

の
大
石
を
神
様
と
崇
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
や
が
て
神
様
の
お
告
げ
が
あ
り
、

こ
の
沼
地
を
村
総
出
で
埋
め
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
か
ら
は
悪
虫
に
悩
ま
さ
れ
る

村
人
は
い
な
く
な
り
、
村
は
以
前
の
よ

う
に
栄
え
た
。

　

村
人
は
大
石
の
お
陰
で
あ
る
と
社
を

建
て
、改
め
て
祀
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

社
の
名
は
船
の
形
を
し
た
大
石
そ
の
ま

ま
「
舟
形
神
社
」
と
し
、
氏
神
と
し
て

長
く
守
り
続
け
て
き
た
。

　

ま
た
、
村
を
流
れ
る
谷
川
に
は
子
亀

が
棲
ん
で
い
て
、
村
の
繁
栄
の
象
徴
と

し
て
可
愛
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
亀
沢
と
い
う
地
名
の
起

源
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

出
典
「
ふ
る
さ
と
や
ま
な
し
の
民
話
」
山
梨
県
連
合
婦
人
会　

編

★ ★★ ★★ ★★ ★

給
食
残
渣
の
有
効
活
用

竜
王
北
部
地
区  

佐
藤 

久
晴  

会
員

　

私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
に
な
っ
て
か
ら
15
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
、
私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
仕
事

は
、
甲
斐
市
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
で

市
内
公
共
施
設
の
給
食
残
渣
の
回
収
及

び
処
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務

内
容
は
１
日
に
４
回
、
会
員
（
２
名
）

で
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
市
内
の
保

育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
給
食
残
渣

を
回
収
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

運
ん
で
い
ま
す
。
集
め
て
き
た
給
食
残

渣
は
液
肥
化
す
る
為
に
機
械
へ
投
入
し
、

液
肥
を
生
成
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
の
目
的
は
甲
斐
市

内
の
生
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る

こ
と
、
ま
た
、
そ
の
生
ゴ
ミ
の
有
効
活

用
と
し
て
液
肥
化
し
て
市
民
の
皆
様
方

へ
還
元
し
て
い
ま
す
。
液
肥
を
市
民
の

皆
様
に
配
布
す
る
日
は
毎
月
、
第
２
・

第
４
の
水
曜
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま

で
の
２
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
液

肥
は
、
野
菜
や
草
花
等
の
肥
料
と
し
て

大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
是
非
、
使

用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
場
所
は
玉
幡

中
学
校
の
北
側
に
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
毎
日
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
市
内
数
十
㎞
を
運
転
す
る
た

め
、
交
通
事
故
に
は
十
分
に
注
意
し
て

運
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
猛
暑

の
中
で
は
水
分
を
十
分
に
補
給
し
な
が

ら
毎
日
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回収してきた給食残渣を計量し、液肥化装置に慎重
に投入及び液肥無料配布に従事する佐藤会員

※油の使用量が少なく醤油の香りが
香ばしい美味しい大学芋です。

（写真Ｂ）　 （写真Ａ）　
　

秋
の
味
覚
の
代
表
格
の
さ
つ
ま
芋
。

　

食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
β
カ
ロ

テ
ン
を
多
く
含
み
便
秘
解
消
や
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
に
効
果
的
で
す
。
フ
ラ
イ

パ
ン
で
簡
単
に
ヘ
ル
シ
ー
な
大
学
芋
を

作
る
シ
ル
バ
ー
の
知
恵
を
紹
介
し
ま

す
。

①
フ
ラ
イ
パ
ン
に
さ
つ
ま
芋
の
乱
切
り

を
並
べ
る
。
（
写
真
Ａ
）
②
そ
の
上
に

大
匙
２
杯
の
油
を
全
体
に
振
り
か
け

る
。
更
に
大
匙
３
杯
の
砂
糖
も
全
体

に
振
り
か
け
る
。
③
フ
ラ
イ
パ
ン
を

火
に
か
け
る
。
④
蓋
を
し
焼
き
色
が

つ
い
た
ら
裏
返
し
他
の
面
も
焼
き
色

を
つ
け
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
醤
油
を

少
々
振
り
か
け
る
。
⑤
火
を
止
め
て

か
き
混
ぜ
、
ゴ
マ
を
振
っ
て
出
来
上

が
り
。
（
写
真
Ｂ
）

ワンポイントワンポイント

シルバーの
知恵袋

シルバーの
知恵袋

簡単ヘルシー大学芋簡単ヘルシー大学芋

シルバー人材センター

　（
愛称 活き活きセンター）

チ
エ
ブ
ク
ロ
ー



第４６号（８）

お願いします

お願いします

お願いします

お願いします

よろしく

よろしく

よろしく

よろしく

事務局主事

事務局職員

島田　絵理

長 田 　治

事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ

Ｐ　Ｒ　活　動Ｐ　Ｒ　活　動

会員対象各種講習会会員対象各種講習会

　　日時：令和元年１０月１３日（日）
　　　　　午前９時～（雨天決行）
　　会場：昭和町押原公園（ゆめパーク昭和）

　　日時：令和元年１１月３日（日）
　　　　　午前９時～（雨天決行）
　　会場：中央市玉穂ふるさとふれあい広場

　　内容：ＰＲコーナー・就業相談窓口の設置など　

●　昭和町ふるさとふれあい祭り　●　昭和町ふるさとふれあい祭り　

●  中 央 市 ふ る さ と 祭 り

　☆ご近所お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

　受講対象者には通知を発行します。大勢の参
加をお願いします。
・調理講習会（家事援助希望者）１１月１９日
・手芸講習会（女性会員）　　　１２月１０日

地 区
竜 王
敷 島
双 葉
玉 穂
田 富
豊 富
昭 和

全 域

公共関係
山田英義

長田　治

中込　浩

島田絵理
筆　　 耕
表具･表装
家 事 援 助

一般家庭
鷹野　久

長田　治

島田絵理

鷹　野　　久
小田切まり子
小田切まり子

 企業関係
山田･鷹野

小田切まり子

企業継続
中込　浩

企業単発
島田絵理

―
編
集
委
員
―

●

●

●
編
集
後
記
●
●
●

▽
委
員
長　

山
田
三
郎　

▽
委
員　

輿
水
喜
久
恵
・
小
林
一
・
矢
島
重

男
・
窪
田
俊
明　

▽
事
務
局　

斉
藤

晴
彦
・
山
土
井
寿
彦
（
新
）　

業務担当職員の地区別分担表

　

平
成
31
年
４
月
１
日
付
、
採
用
に
な

ま
し
た
職
員
２
名
を
紹
介
し
ま
す
。

　

玉
穂
地
区
在
住
の
島
田
絵
理
と
申
し

ま
す
。
主
に
中
央
市
・
昭
和
町
の
一
般

家
庭
・
企
業
等
を
中
心
に
担
当
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
り
数
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
の
丁
寧
な
仕
事
、
元
気
に
働
く
姿

に
、
私
も
沢
山
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

敷
島
地
区
在
住
の
長
田
治
と
申
し
ま

す
。
主
に
敷
島
地
区
・
双
葉
地
区
の
一

般
家
庭
・
企
業
の
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼

に
つ
い
て
シ
ル
バ
ー
会
員
と
の
連
絡
等

に
あ
た
り
お
客
様
の
ご
期
待
に
応
え
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
同
地
区
の
公
園
や
農
道
・
林
道
の

公
共
事
業
も
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
作

業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
３
月
31
日
付
で
、
昭
和
地
区
の

田
中
邦
彦
と
竜
王
地
区
の
望
月
孝
子
が

退
職
と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
人
事
異
動
等
に
伴
う
新
し
い

業
務
の
分
担
は
、
左
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
下
さ
い
。

　

時
は
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
と
変

わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
気
持
ち
で

行
動
を
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
編
集
の
一
員
と
な
り
、
春
号
秋

号
の
発
行
に
係
り
、
今
迄
の
配
布
さ
れ

る
記
事
を
読
む
側
か
ら
刊
行
す
る
立
場

と
な
り
ま
し
た
。
今
迄
、
事
務
局
の
方
々

や
編
集
に
携
わ
れ
た
会
員
諸
氏
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
更
に
写
真
や
記
事
等
を

立
場
持
場
で
当
セ
ン
タ
ー
の
方
針
を
理

解
し
て
会
員
同
志
の
交
流
や
親
睦
を
深

め
、
就
業
時
に
利
用
者
に
喜
ん
で
頂
け

て
い
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
な

ど
、
宣
伝
効
果
も
得
て
い
る
感
が
い
た

し
ま
す
。
大
方
の
方
々
が
昭
和
生
ま
れ

の
人
達
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
理
念
に
賛
同
さ
れ
登
録
し
就
労
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
年
齢
を
考
慮
し
決
し
て

無
理
を
な
さ
ら
ず
、
和
気
あ
い
あ
い
今

日
も
ス
ッ
キ
リ
と
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

高
齢
と
な
り
今
は
退
会
さ
れ
た
人
達

の
信
念
は
脈
々
と
続
き
更
な
る
活
力
の

源
と
な
る
事
を
念
じ
ま
す
。
（
山
田
）

●  中 央 市 ふ る さ と 祭 り

今 後 の 予 定今 後 の 予 定
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